作業工程計画書（解答）
	
	
	作業工程（標準）
	ポイント（留意事項等）
	使用機器又は工具（一例）

	準備
	１
	作業準備
	⑨作業場所の確認、整理

使用機器の確認、整備

工具の確認、整備

材料の確認
	

	材料加工
	２
	１．図面から必要となる材料の算出
	④何枚のパーツが必要となるのか、幅や長さ、曲げ伸び量を計算・算出する。
	

	
	３
	シャーによる切断
	⑤必要となる分だけ長さをセットし切断する。

切断ひずみを修正する
	１：シャーリングマシン　　１２：ヤスリ

１６：５本組みヤスリ

１９：木ハンマ

２３：両頭グラインダ

	
	４
	プレスブレーキによる曲げ加工
	⑦確認のため曲げる箇所にケガキ線を入れる。

必要となる分だけ長さをセットし曲げ加工を行なう。
	２：プレスブレーキ　　４：ケガキ針

５：スコヤ　　　　　　　７：スケール

２０：プロトラクタ

	
	５
	ボール盤での穴あけ
	②水圧試験用の穴をあける。

バリ取り作業を行う。
	３：ボール盤　　　　　４：ケガキ針

７：スケール　　　　　９：ポンチ

１７：片手ハンマ

	溶接作業
	６
	タック溶接
	③仮付け箇所を検討する。

図面どおりの位置で組立てられているか確認。
	５：スコヤ　　　　　　　６：C型クランプ

７：スケール　　　　　８：バイスプライヤ

１４：火ばし　　　２１：ベルトグラインダ

２２：タングステン研磨機

２３：両頭グラインダ

２５：TIG溶接機

	
	７
	本溶接
	①溶接順序を検討する。

溶接姿勢に注意し作業を行なう。
	１４：火ばし　　　２１：ベルトグラインダ

２２：タングステン研磨機

２３：両頭グラインダ

２５：TIG溶接機

	試験
	８
	水漏れチェック
	⑧水を張り周りをふき取った上で、漏れていないか確認。
	

	
	９
	水圧試験
	⑥少しずつ圧を掛け、圧力計で確認していく。最高値を記録。
	１１：モンキスパナ

２６：水圧試験機


４，５は逆でもよい。

使用機器又は工具の欄は一例であり、他に使うものがあれば追加してよい。
作成例








